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ごあいさつ

　私たちのふるさと伊那市は、平成 18…年（2006…年）３月に３市町村
が合併して誕生し、地域の均衡ある発展と新市としての一体感の醸成
を図りながら、多様な地域資源や地域特性を活かした魅力あるまちづ
くりを進めています。
　旧伊那市の市街地は、明治 12…年（1879…年）の上伊那郡役所の設置
や、明治 45…年（1912…年）の伊那電車軌道（現：ＪＲ飯田線）伊那町
駅（現：伊那市駅）の開業などにより、上伊那地域の政治・経済・産
業の中心となり、以降、道路整備など都市基盤整備が進み、農地の宅
地化、商業地化などにより急速に発展し、現在の市街地が形成されて
きました。
　また、旧高遠町の市街地は、高遠藩の城下町として江戸時代から発展し、明治以降も商業や観
光で栄えてきました。
　しかしながら、近年は、郊外型店舗の進出や住宅地の拡大などにより、市街地では空き地や空
き家が増加するスポンジ化が進んでいます。
　また、本市の人口は、平成 22…年（2010…年）まで約７万人でしたが、平成 27…年（2015…年）に
68,271…人となり、今後も人口減少が進み、令和 27…年（2045…年）には、およそ２万人減少し、
４万８千人程度になり、高齢化率も 44.5％と予測されています。
　本市では、移住定住策や、働く場の確保のための企業誘致などの施策を進めていますが、それ
でも人口減少・少子高齢化は避けることができません。
　立地適正化計画は、伊那市都市計画マスタープランを補完し、街の核となる、伊那と高遠の中
心市街地の「都市機能」をどのように維持するのかを定め、「持続可能な都市」を目指すための
計画として策定しました。
　人口が減少し、社会の担い手が減るなかで、20…年後の令和 23…年度（2041…年度）を目標年度
として、人口規模に見合った効率的な都市基盤の整備や機能集積、まちなか居住の促進、公共交
通網の再編等との連携による持続可能な集約型都市構造の実現を目指して、総合的な施策展開を
図ってまいります。
　計画の改定にあたりまして、都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定委員会及び都市
計画審議会委員の皆さま、市民アンケートや市民ワークショップ等を通してご意見・ご提言をい
ただきましたすべての皆さまに感謝申しあげますとともに、今後の計画推進にあたりましても、
ご理解とご協力をお願いいたします。

令和４年（2022 年）３月　　

伊那市長　白鳥　孝



１．立地適正化計画の概要

1.1　策定の背景

我が国の都市における今後のまちづくりは、人口の急激な減少と高齢化を背景として、高
齢者や子育て世代にとって、安心できる健康で快適な生活環境を実現すること、財政面及び
経済面において持続可能な都市経営を可能とすることが、大きな課題となっています。
一方、立地適正化計画とは、市町村が策定する都市計画分野の基本計画のひとつで、居住・
医療・福祉・商業・公共施設など、都市の生活に必要な施設の基本的な配置等を定めるもの
です。
近年、本市でも人口減少や少子高齢社会の到来、公共施設・都市施設等の老朽化や大規模
災害への備えなど、まちづくりに求められる課題は多様化しています。また、人口減少はま
ちの活力の低下を招き、結果として市の財政を圧迫することとなります。こうした多様かつ、
複合的な課題に対応するために、本市では、「伊那市地方創生総合戦略」や「伊那市公共施
設等総合管理計画」を策定し、これらの課題解決に積極的に取り組んでいます。さらに、こ
れらに示された施策に加え、居住機能や医療・福祉・商業等の都市機能の立地、公共交通の
充実に関する包括的なマスタープランを作成するとともに、民間の都市機能への投資や居住
を効果的に誘導するための土俵づくり（多極ネットワーク型コンパクトシティ）が求められ
ています。
立地適正化計画は、「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の考え方を推進するとともに、
行政・市民・民間事業者が一体となって、コンパクトなまちづくりに取り組み、持続可能な
地域社会を形成していくための土台となる計画として位置づけられます。

1.2　計画の目的

日本の人口は、平成 27 年（2015 年）に国勢調査開始以来、初めて減少に転じ、今後もこ
の減少傾向が続くものと想定されます。国は、今後のまちづくり施策の根幹に「集約型都市
構造」、「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」を位置づけています。
平成 26 年（2014 年）８月に施行された「都市再生特別措置法＊等の一部を改定する法律」
では、市町村が住宅及び医療、福祉、商業、その他の居住に関連する施設の立地の適正化を
図るため、これらの施設の立地を一定の区域に誘導するための「立地適正化計画」を定める
ことができるとしています。
本市では、「立地適正化計画」を策定することにより、将来の人口規模に見合った効率的
な都市基盤の整備や機能集積、まちなか居住の促進、公共交通網の再編等との連携による持
続可能な集約型都市構造の実現を目指すこととします。
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1.3　目標年度

立地適正化計画は、居住の誘導や都市機能の誘導といった施策の展開を計画的に行うもの
です。
一方、居住を誘導する際に必要となる住宅の建設を含む市民の居住場所の移動、公共施設
や医療機関等の都市機能の誘導については、短期間でなし得るものではなく、長期的視野に
基づいて行うことが必要です。
都市計画基礎調査によると、平成 24 年度（2012 年度）から平成 29 年度（2017 年度）の
６年間で新築された住宅の件数は 1,438 件であることからも、コンパクトなまちづくりを目
指すために人口が移動するには一定の時間が必要なことがうかがえます。
そこで、本計画では、長期的なまちづくりの視点から、概ね 20 年を計画期間と定め、令
和 23 年度（2041 年度）を目標年度とします。

1.4　計画の対象範囲

本計画は、伊那都市計画区域＊のうち、伊那市に存する区域を対象とします。

図　立地適正化計画の対象範囲
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1.5　計画の位置づけ

本計画は、第２次伊那市総合計画や伊那都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方
針に基づき、伊那市都市計画マスタープランを補完する計画です。
また、伊那市国土強靭化地域計画や伊那市生活交通ネットワーク計画等との整合と連携・
調整を図ります。立地適正化計画により、無秩序な都市の拡大を抑制するとともに、コンパ
クトシティ・プラス・ネットワークを実現するための指針を示す計画として位置づけます。

図　伊那市立地適正化計画の位置づけ

連携

補完

即す

即す

第２次伊那市総合計画
（令和元年度（2019年度）～令和10年度（2028年度））
将来像「未来を織りなす　創造と循環のまち　伊那市」

伊那市国土強靭化地域計画　　　　　　
伊那市生活交通ネットワーク計画　　　
伊那市地方創生総合戦略　　　　　　　
伊那市公共施設等総合管理計画　　　等

伊那都市計画都市計画区域の
整備、開発及び保全の方針

伊那市都市計画マスタープラン

伊那市立地適正化計画
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